
第 42 期
中間株主通信

2011年４月１日から
2011年９月30日まで

（証券コード　5935）

010_9010001602312.indd   2 2011/11/17   18:47:04



― 1 ―

● トップメッセージ

ごあいさつ

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配をいただき、厚く御礼申し上げます。

　また、このたびの東日本大震災により被災されました皆様には心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興をお

祈り申し上げます。

　さて、当社第42期第2四半期累計期間（平成23年4月1日から平成23年9月30日まで）の株主通信をお届けするにあたり、一

言ごあいさつ申し上げます。

　当第2四半期累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響による急速な落ち込みから回復傾向に向かっていますが、

欧米を中心とした金融不安の拡大による急速な円高と株安が進行するなど先行きは極めて不透明な状況となっております。

　建設業界におきましても、震災の影響による工事の遅延や建設投資の先送りなどから依然として厳しい環境となりました。

　このような状況のなか、当社は従来からすすめております太陽光発電関連製品を拡充し、小中学校等の公共施設および民間

の商業施設や工場等に対しての提案を積極的に行いました。また、高い断熱性能を備えた屋根下地システムや新型トップライ

トシステム、シート防水屋根など当社独自の製品を組み合わせた提案を積極的に行いました。

　しかしながら、震災による東北地区の売上げの減少を補うまでにはいたらず、当第2四半期累計期間の売上高は3,269百万円

（前年同期比10.1％減）となりました。また、損益面においては売上高が減少したことにより、経常損失は188百万円（前年同

期40百万円の損失）、四半期純損失は201百万円（前年同期52百万円の損失）となりました。

　今後は、東北地区においては公共建築等の復興に協力することを優先し、住宅屋根については瓦屋根から金属屋根への改修

需要に迅速に対応してまいります。他の地域においては引き続き太陽光発電屋根を中心とした高機能屋根の提案を行ってまい

ります。また、昨年より注力しております海外市場の開拓も積極的に展開することにより収益の拡

大を図ってまいります。

　株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成23年12月

代表取締役社長

舩 木  亮 亮

010_9010001602312.indd   1 2011/11/17   18:47:04



― 2 ―

● 財務ハイライト

● 売上高 （単位：千円） ● 経常利益 （単位：千円） ● 四半期（当期）純利益 （単位：千円）

● 総資産 （単位：千円） ● 純資産 （単位：千円）● 一株当たり四半期（当期）純利益 （単位：円）
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● 四半期財務諸表

四半期貸借対照表

科　　　目 当第2四半期
平成23年9月30日現在

（資産の部）

流動資産 2,968,103

現 金 及 び 預 金 240,384

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 1,054,973

完 成 工 事 未 収 入 金 358,579

製 品 375,201

仕 掛 品 6,108

未 成 工 事 支 出 金 128,716

原 材 料 516,192

そ の 他 290,492

貸 倒 引 当 金 △2,545

固定資産 3,132,246

有形固定資産 2,754,728

建 物（ 純 額 ） 605,581

機 械 及 び 装 置（ 純 額 ） 245,425

土 地 1,795,133

そ の 他（ 純 額 ） 108,588

無形固定資産 30,282

投資その他の資産 347,235

そ の 他 510,018

貸 倒 引 当 金 △162,783

資 産 合 計 6,100,349

科　　　目 当第2四半期
平成23年9月30日現在

（負債の部）

流動負債 3,255,269

支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,361,963

工 事 未 払 金 156,664

短 期 借 入 金 1,450,249

１ 年 内 償 還 予 定 の 社 債 35,000

未 払 法 人 税 等 18,059

製 品 保 証 引 当 金 39,919

そ の 他 193,413

固定負債 1,275,047

社 債 162,500

長 期 借 入 金 789,232

退 職 給 付 引 当 金 297,920

そ の 他 25,394

負 債 合 計 4,530,316

（純資産の部）

株主資本 1,570,562

資 本 金 1,266,921

利 益 剰 余 金 318,774

自 己 株 式 △15,133

評価・換算差額等 △529

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 △529

純 資 産 合 計 1,570,033

負 債 ・ 純 資 産 合 計 6,100,349

（単位：千円）
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● 四半期財務諸表

四半期損益計算書

科　　　目
当第2四半期累計期間

平成23年4月  1日～
平成23年9月30日　

売上高 3,269,777

売上原価 2,344,015

売上総利益 925,762

販売費及び一般管理費 1,082,406

営業損失（△） △156,644

営業外収益 7,623

受 取 配 当 金 3,021

仕 入 割 引 1,336

そ の 他 3,265

営業外費用 39,193

支 払 利 息 22,592

そ の 他 16,601

経常損失（△） △188,214

特別損失 15

固 定 資 産 除 却 損 15

税引前四半期純損失（△） △188,230

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 13,182

四半期純損失（△） △201,412

四半期キャッシュ・フロー計算書

科　　　目
当第2四半期累計期間

平成23年4月  1日～
平成23年9月30日　

営業活動によるキャッシュ・フロー △591,850

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,076

財務活動によるキャッシュ・フロー 400,707

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △233,219

現金及び現金同等物の期首残高 450,522

現金及び現金同等物の四半期末残高 217,303

（単位：千円）（単位：千円）
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● 会社の概況

概要　（平成23年9月30日現在） 事業所一覧　（平成23年9月30日現在）

取締役および監査役　（平成23年9月30日現在）

株式の状況　（平成23年9月30日現在）

大株主　（平成23年9月30日現在）

創 業 年 月 日 昭和40年4月10日
設 立 年 月 日 昭和46年4月26日
資 本 金 1,266,921,109円
主 な 事 業 内 容
（1）金属屋根製品等の製造販売および設計施工の請負
（2）太陽光発電システム、屋上緑化システムの製造販売

および設計施工の請負
（3）シート防水屋根材の製造販売および設計施工の請負
従 業 員 の 状 況

従業員数 平均年齢 平均勤続年数
236名 42.5歳 12.1年

本 社 神奈川県藤沢市湘南台一丁目1番地21

東 北 支 店 仙台営業所、北海道営業所、盛岡営業所、
福島営業所

東 京 支 店
東京営業所、千葉営業所、高崎営業所、
埼玉営業所、新潟営業所、神奈川営業所、
甲信営業所

中 部 支 店 名古屋営業所、静岡営業所、北陸事務所
大 阪 支 店 大阪営業所、京都営業所
中四国支店 岡山営業所、広島営業所、四国営業所
九 州 支 店 福岡営業所、熊本営業所、沖縄事務所
工 場 福島工場、山梨工場、岡山工場
そ の 他 白州技術センター

地　位 氏　名 担当および主な職業

代表取締役会長 舩 木 元 旦
代表取締役社長 舩 木 亮 亮 海外事業部長
専 務 取 締 役 室 岡 正 己 管理本部長兼総務部長
取締役相談役 成 田 修 一
取 締 役 坂 本 　 浩 営業本部長兼営業管理部長
社 外 取 締 役 遠 山 一 德
常 勤 監 査 役 長 島 隆 夫
社 外 監 査 役 早 川 治 子 弁護士
社 外 監 査 役 増 田 一 郎

発行可能株式総数 29,160,000株
発行済株式の総数  7,716,063株
株 主 数 373名

株　主　名 持　株　数 持株比率
舩 木 元 旦 1,986千株 25.8%

舩 木 商 事 有 限 会 社 724 9.4

舩 木 清 子 631 8.2

全 国 元 旦 代 理 店 持 株 会 547 7.1

元旦ビューティ工業従業員持株会 330 4.3

関 東 甲 信 越 元 旦 会 持 株 会 289 3.7

元 旦 取 引 先 持 株 会 271 3.5

日 鉄 住 金 鋼 板 株 式 会 社 251 3.2

東 北 北 海 道 元 旦 会 持 株 会 229 2.9

株 式 会 社 横 浜 銀 行 165 2.1
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● トピックス

高校生が金属屋根の製造を体験。山梨工場においてインターンシップを実施。

　6月21日～6月23日、山梨県立韮崎工業高等学校2年に在籍しております2名の高校生をインターンシップ（就業体験）として山梨工場

に受入れました。各種金属横葺き屋根の製造ラインを中心に3日間にわたり作業を体験いただきました。当社の製品製造を通じて、職業選

択の一助になれば嬉しいかぎりです。今後とも社会貢献活動や地域間のコミュニケーション活動には積極的に協力してまいります。

物件紹介

東急大井町線上野毛駅（東京都世田谷区）
設計・監理／安藤忠雄建築研究所＋東京急行電鉄＋大建設計
施工／鹿島・東急JV
製品／マッタラールーフ7型・マッタラーソーラールーフⅡ

皇居外苑楠公休憩所太陽光発電設備設置工事（東京都千代田区）
施工／ノエマエンジニアリング
製品／マッタラーソーラールーフⅡ（136.4kW仕様）

太陽光発電に関する差別化された新製品をプロモーション。国内最大級の「建築建材展」に出展いたします。

　来る平成24年3月6日～3月9日、東京ビッグサイトにて開催いたします「第18回建築建材展」（日本経済新聞社主催）に出展いたします。

本展示会は、当社の顧客であります設計業務に携わる来場者が最も多い、国内最大級の展示会となっており、意匠性、機能性、快適性を

追求した太陽光発電に関する新製品のお披露目の場と位置づけることで非常に高いPR効果が期待できるものと確信いたしております。

　さらに、当社には「環境」をテーマとした製品が数多くあります。ターゲットを設計者に絞り込むことで、展示ブースをプロユーザー

向けに特化します。そのため、CO2の削減、省エネ、節電対策に応えることが可能な「トップライト」や「外断熱工法」「緑化」に「テク

ノトラス」や「元旦サーナルーフ」など、複合的な組み合わせを提案することが可能となります。本展示会を通じた新規顧客の囲い込み

と太陽光発電市場における当社のブランド確立に向け、全社一丸となって取り組んでまいります。
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● 株主メモ

株式についてのご案内 当社ホームページのご案内

事 業 年 度 毎年4月1日～翌年3月31日
基 準 日 定時株主総会関係　3月31日

その他、必要があるときには、あらかじめ公
告する一定の日

期末配当金受領
株 主 確 定 日 毎年3月31日

中間配当金受領
株 主 確 定 日 毎年9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月
単 元 株 式 数 1,000株
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL　0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 大阪証券取引所ジャスダック市場
公 告 方 法 電子公告（当社ホームページに掲載します｡）

http://www.gantan.co.jp/ir/index.html
ただし、事故その他のやむを得ない事由が生
じたときは、日本経済新聞に掲載します。

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を
開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座
を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託
銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問合せください。

GANTAN BEAUTY INDUSTRY CO., LTD.
本社　〒252-0804 神奈川県藤沢市湘南台一丁目1番地21

TEL. （0466）45-8771　FAX. （0466）45-3031

http://www.gantan.co.jp/
株主・投資家の皆様のお役に立てるよう、決算情報やさ
まざまな会社情報を当社のホームページに掲載しており
ます。今後とも一層の内容充実に努めてまいりますので、
ぜひご参照ください。
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